
　市はゼロカーボンシティの実現に向けた取り組みを加
速するため、環境省の事業である脱炭素先行地域に民間
事業者との共同提案（計画名：釜石版サステナブルツー
リズムがつなぐ地域脱炭素プロジェクト）で応募し、令
和6年9月に選定されています。
　脱炭素先行地域とは、2030年度までに民生部門（家庭
部門および業務その他部門）の電力消費に伴う二酸化炭
素排出実質ゼロを実現するとともに、運輸部門や熱利用
なども含めてその他の温室効果ガス排出削減を地域特性
に応じて実現する地域で、全国で133市町村、102の提
案が選定されています。

　脱炭素先行地域づくり事業を通じて、中心市街地のカーボンニュートラルを目指して、
次のような取り組みを官民連携によって進めていきます。
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近
年
、
全
国
各
地
で
猛
暑
、
大
型
台
風
、
豪
雨
な
ど
の
異
常
気

象
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
要
因
と
し
て
、
二
酸
化
炭
素
を
は
じ
め
と
し
た
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
が
も
た
ら
す
地
球
温
暖
化
が
気
候
変
動
を
引
き
起
こ

す
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、
気
候
変
動
問
題
は
、
国
際
社
会
が

一
体
と
な
り
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
2
年
10
月
、
国
は
「
２
０
５
０
年
ま
で
に
、
二
酸
化
炭
素

の
排
出
を
全
体
と
し
て
ゼ
ロ
に
す
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

（
脱
炭
素
社
会
の
実
現
）
を
目
指
す
」
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
市
は
、
海
、
山
、
川
な
ど
の
貴
重
な
自
然
環
境
を
未
来
の
子
ど

も
た
ち
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
市
民
一
人
一
人
が
、
今
置
か

れ
て
い
る
現
状
を
把
握
し
、
危
機
感
を
持
っ
て
行
動
す
る
べ
く
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排
出
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
を
令
和
３
年
10
月
に
表
明
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
特
集
で
は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に
向
け
た
当
市
の
取

り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

脱炭素先行地域における主な取り組み脱炭素先行地域における主な取り組み

　計画では、電力需要量と再エネ供給量の規模が見
合っていること、サステナブルツーリズムの拠点性
を考慮した上で、住宅、宿泊施設、商業施設、公共
施設などが集約されている中心市街地エリア（大渡
町、大町、大只越町、只越町、天神町、港町、魚河岸、
浜町、東前町、新浜町）と、再生可能エネルギーを
供給する鵜住居エリア（片岸町の一部）を脱炭素先
行地域の対象エリアとしています。この他の取り組みは、

市ホームページをご覧ください。

選定証授与式の様子

中心市街地エリアの指定範囲

▶�中心市街地エリアの戸建住宅や事業所などへの
太陽光発電設備および蓄電池導入を支援します

小規模分散型太陽光発電、蓄電池の導入
（詳細は4ページ　㈱マリンエナジー）

脱炭素先行地域 釜石市脱炭素先行地域 釜石市
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▶�鵜住居エリアに周辺の環境
へ配慮した「地域共生型太
陽光発電」を導入します
▶�片岸公園を中心として、環
境省の制度である「自然共
生サイト」への認定を目指
します

地域共生型太陽光発電導入と
自然共生によるグリーン復興

林福連携による木質バイオマスの
熱利用、薪ストーブ導入
（詳細は5ページ　石村工業㈱×（一社）ゴジョる）

▶�薪ストーブ導入支援
と地域内の薪の利活
用を促進します

　※木質バイオマス…
　　�木材に由来する
　　再生可能エネルギー

▶�地域共生型太陽光発電、岩手沿岸南
部クリーンセンターのごみバイオマス
発電など再生可能エネルギーを活用
した地産地消
の仕組みをつ
くります

エネルギーの
地産地消の仕組みづくり

企業向けワーケーション施設の整備と
国内外からの研修受入
（詳細は4ページ　㈱かまいしＤＭＣ）

▶�企業研修の受入拠点と
なる施設に太陽光発電
設備と薪ストーブを導
入します
▶�地域の脱炭素に向けた
取り組みを広く発信し
ます

再生可能エネルギー
地産地消の仕組み
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当
社
で
は
、
㈱
か
ま
い
し
Ｄ
Ｍ

Ｃ
と
連
携
し
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
開

発・実
践
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
は
「
海
」
を
テ
ー
マ
に
、
釜

石
の
豊
か
な
漁
場
や
リ
ア
ス
海
岸

の
恵
み
を
生
か
し
た
漁
業
体
験
、

み
の
す
け
沼
の
保
全
活
動
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
釜
石
な
ら
で
は
の

海
と
共
に
生
き
る
産
業
や
暮
ら
し

に
触
れ
る
中
で
、
資
源
を
余
す
こ

と
な
く
活
用
す
る
知
恵
や
、
自
然

と
調
和
し
た
営
み
が
息
づ
い
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
こ
う

し
た
実
践
は
、
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
具
体
的

に
考
え
る
と
て
も
良
い
機
会
に
も

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
「
体
験
×
対
話
×
共
創
」

を
通
じ
て
得
た
学
び
を
、
ま
ち
づ

く
り
へ
と
生
か
し
、
地
域
と
と
も

に
新
た
な
価
値
を
創
出
す
る
事
業

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

　市は、ゼロカーボンシティの実現のため企業や団体と
連携しながらさまざまな取り組みを進めています。先行
地域の取り組みを進める共同提案者が、地域課題の解決
や新たな価値の創出に向けて取り組む事例を紹介します。

地域で広がる持続可能な取り組み地域で広がる持続可能な取り組み

㈱マリンエナジー

㈱かまいしDMC

　民間施設などへの小規模分散型太陽光発電設備の他、水産関連施設などの敷地内に太陽光パネルを設置し、再
エネ供給を行うことで冷蔵・冷凍庫の安定電源の確保を目指す。

　企業向けワーケーション施設を整備し、再エネ設備などを導入する他、国内外からの研修を受け入れ、脱炭素
に関するコンテンツの担い手育成を行う。併せて、市内高等学校において次世代育成も行う。

村上 舞子 さん　大杉 尚也 さん

　
発
電
設
備
を
設
置
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
地
域
が
主
体
と
な
っ
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
関
わ
り
、
地

域
の
た
め
に
活
用
し
て
い
く
仕
組

み
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
二

酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
に
加
え
、

災
害
時
の
地
域
電
源
の
確
保
や
地

域
経
済
の
循
環
な
ど
、
地
域
に
根

差
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
を
通
じ

て
持
続
可
能
な
地
域
循
環
型
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
地

域
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
し
、

地
域
で
使
い
、
そ
の
利
益
を
地
域

に
還
元
す
る
こ
と
で
、
産
業
の
活

性
化
や
地
域
課
題
の
解
決
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
環
境
保
全
だ
け
で
な
く
、
地
域

へ
の
愛
着
や
継
続
的
な
関
わ
り
を

育
む
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。「
こ
の
ま
ち
、
い
い
な
」
と

感
じ
て
も
ら
い
、
再
び
訪
れ
る
き

っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
で
、
関
係

人
口
の
創
出
や
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
み
の
す
け
沼
の
保
全
活

動
に
関
わ
る
人
を
さ
ら
に
増
や

し
、
市
内
事
業
者
と
も
連
携
し
な

が
ら
取
り
組
み
を
広
げ
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

日鉄興和不動産㈱
門前 翔平 さん

企業研修に
ついてお話を
聞きました

Interview

Interview

鈴木 久 さん  　泉 修一 さん

戸建住宅への太陽光発電設備と蓄電池　次の2つの種類があります
種類 自己所有型 PPA

設備の所有 自分で所有 設置事業者が所有
初期費用 自分で負担 設置事業者が負担
電気代 発電した電気の料金は無料 サービス料を支払う
保守・修理 自分で行う 設置事業者が行う

その他 事業者に対して設置費用を補助することで、補
助金相当分がサービス料金から割り引かれます

※�事業所への設置については窓口にご相談ください

薪ストーブ　設置に要する費用の一部を補助します。

再エネ設備等の導入を支援します（釜石市脱炭素先行地域づくり事業補助金）

市ホームページ

石村工業㈱×（一社）ゴジョる
　森林の適正管理、高齢者・障がい者の
生きがいづくり支援のための薪割りビジ
ネス、地元製薪ストーブ導入などのサイ
クルによって木質バイオマスの熱利用に
より、林業・福祉の振興に貢献する。

　
薪
ス
ト
ー
ブ
は
市
内
で
は
ま
だ
十

分
に
普
及
し
て
お
ら
ず
、
薪
ス
ト
ー

ブ
の
利
用
が
広
が
る
こ
と
で
、
脱
炭

素
や
燃
料
転
換
を
考
え
る
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
火
力

や
燃
費
性
能
を
高
め
る
改
善
を
重
ね

な
が
ら
、
環
境
に
や
さ
し
く
使
い
や

す
い
製
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
よ
り
良
い
製
品
の
提
供
を
通

じ
て
、
地
域
や
暮
ら
し
へ
の
貢
献
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
脱
炭
素
の
取
り
組
み
を
通
じ

て
、
地
域
の
環
境
や
資
源
に
目

を
向
け
、
自
分
た
ち
が
こ
れ
ま

で
ど
の
よ
う
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
っ
て
き
た
の
か
を
知
る
き
っ

か
け
に
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
地
域
の
人
た
ち
が
自

ら
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
、
将
来
に

わ
た
っ
て
住
み
続
け
た
い
と
思

え
る
釜
石
を
つ
く
る
た
め
に
何

が
必
要
か
を
考
え
る
こ
と
も
エ

ネ
ル
ギ
ー
転
換
の
一
つ
で
す
。

こ
う
し
た
変
化
を
地
域
全
体
に

広
げ
る
た
め
に
は
、
新
た
な
取

り
組
み
だ
け
で
な
く
、
既
存
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
に
よ
る
支

え
や
連
携
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
地
域
資
源
を
生
か
し
た
持
続

可
能
な
暮
ら
し
や
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

Interview
（一社）ゴジョる
 菊池 隼 さん

石村工業㈱
石村 栄喜 さん

Interview

　脱炭素先行地域（中心市街地エリア）の戸建住宅、事業所などを対象に、再エネ設備などの
導入費用の一部を補助します。詳しくは市ホームページをご覧ください。

補助制度に関する相談窓口
釜石市デコ活支援センター
戸建住宅への導入　：魚河岸テラス内　  contact@dmo-kamaishi.com　☎27-5566
事業所などへの導入：釜石・大槌地域産業育成センター内　  info@ikusei.or.jp　☎26-7555 みのすけ沼で採れた昆虫
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